
誰もが安心して笑顔で暮らせる社会の創造 産業力の強化による活力の創造 次なる時代を見据えた新たな魅力の創造

令和２年度　当初予算（案）のポイント

予　算　規　模　等　【一般会計は過去最大】

重点政策項目『3つの創造』 （単位：千円）

1.国の補正予算対応分【1億1,100万円】 2.通常補正分【7億7,700万円】
■災害からの復旧・復興と安全・安心の確保 ■未来への投資と経済活力の維持・向上 ・国民健康保険特別会計繰出金

・中山間地域総合整備事業 ・個人番号カード関連事務費交付金 ・私立保育所等給付費

・滝尾中部地区住環境整備事業 ・障がい福祉分野におけるロボット等導入支援事業 ・医療費助成(障がい者・ひとり親家庭)

・農地集積への報酬(農地利用最適化交付金)

・多様なモビリティ導入支援事業 ・樋管管理業務等委託料

54,423

3,839

令和元年度　3月補正予算（案）

内訳
154,000

557,000

7,921

10,500

56,000

18,936

3,000

22,381

1.防災力の向上と安全・安心な暮らしの確保【防災安全の確保】

○新たな緊急避難場所の整備と指定避難所の機能強化 109,086

戸次地区防災拠点施設整備、指定避難所非常用電源等整備事業

○建築物の耐震化 529,766

○高齢者運転免許自主返納促進事業【拡充】 31,079

2.子ども・子育て支援の充実【市民福祉の向上】

○私立認可保育所等の定員拡大等（施設整備に対する補助） 727,828

私立認可保育所等 336名増（令和3年度：11,861名）

308,066

29,871

3.豊かな心とたくましく生きる力をはぐくむ教育【教育・文化の振興】

○新たな小中学校の整備に向けた取組 272,289

○教育支援体制の更なる充実【拡充】 666,197

外国語指導助手6名増（37名）、教科指導マイスター4名増（18名）、

特別支援補助教員3名増(126名)、スクールソーシャルワーカー1名増(30名)など

14,750

4.障がい者福祉・高齢者福祉の充実【市民福祉の向上】

3,929,200

227,240

木造住宅・公民館の耐震化、危険ブロック塀等の除却など

○未来自分創造資金 対象者20名増(70名)【拡充】

○児童相談所の設置に向けた取組〔県等連携〕

○児童育成クラブ（民間含む）の定員拡大等（施設運営等に対する補助）

児童育成クラブ89名増(5,798名)・民間放課後児童クラブ180名増(783名)(令和3年度)

(仮称)大在東小の新設、金池小の建替、大東中の整備、賀来小中の整備など

○障がい者の医療費助成や障がい児の通所支援

○老人福祉施設の整備に対する補助

1.中小企業の経営基盤の強化【産業の振興】

○中小企業の競争力・経営力強化に対する支援 75,462

55,209

○次世代モビリティ関連産業活性化事業 7,484

○障がい者雇用の促進(障がい者職場実習促進事業） 10,034

2.企業立地の推進【産業の振興】

○企業立地促進助成金（27社分）〔県等連携〕 793,710

3.農林水産業の振興【産業の振興】

○園芸振興総合対策事業（施設整備に対する補助） 113,044

○担い手の確保・育成 29,406

農業、漁業や林業への新規就業者に対する支援（広域連携）、農業塾の開催

○農地の集積や畑地化等の基盤整備 110,000

○人・農地プラン推進事業【拡充】 25,510

営農組織経営力強化支援事業 14,000

53,550

○イノシシやシカの駆除、防護柵設置などの有害鳥獣対策 82,097

4.おおいた産品の消費・販路の拡大【産業の振興】

○おおいた物産・食・観光魅力発信事業（広域連携） 74,361

大分市ブランド認証加工品(Oita Birth)の販路拡大 5,538

「しいたけ」の消費拡大に向けた取組 5,000

業務効率化の取組、研修等の人材育成、知的財産権の取得等に対する補助

○「森林環境譲与税」を活用した適切な森林の整備

展示会、見本市等へ出展する経費の助成や大分市ブースの設置など

○販路拡大に対する支援(海外向けの販路拡大は【拡充】)

1.個性を活かした魅力ある地域づくり【都市基盤の形成】

○「祝祭の広場」の機能強化・イベント実施 80,500

○大分駅東側・西側の鉄道残存敷の利活用 95,700

○中心市街地公有地(旧荷揚町小学校跡地)の利活用 2,500

○鶴崎公民館の大規模改修 334,300

7,950

2.スポーツの振興と文化芸術の創造・発信【教育・文化の振興】

125,929

○大南地区におけるスポーツ施設の整備 170,265

野外音楽フェスティバルinのつはる天空広場 7,000

オースチン市姉妹都市提携30周年記念事業 8,351

3.公共交通ネットワークの構築と利便性の向上等【都市基盤の形成】

121,331

47,600

○鉄道駅バリアフリー化推進事業(高城駅、大在駅) 358,000

4.快適な生活環境の確立【環境の保全】

○新環境センターの建設に向けた取組 99,335

路線バス代替交通運行事業、生活交通確保維持事業の実施

低速電動車両(自動運転含む)の実験運行(道の駅のつはる～大分駅)など

○持続可能な地域公共交通の形成

事前キャンプの誘致や大会参加国との交流、共生社会ホストタウン事業など

○東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向けた取組

○新たなモビリティサービス事業

大型LEDビジョンの設置やイルミネーション等のイベントを実施

関崎海星館施設整備事業

プラネタリウムの設置や天体望遠鏡の更新など

3月補正額 8 億 8,800 万円

3月補正後 1,902 億 6,200 万円

会 計 区 分 増減率％ ○新規事業 ○普通建設事業

一 般 会 計 1,916 億 6,600 万円 1,855 億 5,800 万円 3.3 ○拡充事業 補助事業(110億円)

特 別 会 計 967 億 800 万円 987 億 1,200 万円 △ 2.0 ○社会保障関係費（扶助費） ・滝尾中部地区住環境整備・敷戸南住宅建設　等

水 道 事 業 会 計 174 億 8,800 万円 180 億 3,700 万円 △ 3.0 単独事業(140億円) ・財政調整基金

公 共 下 水 道 事 業 会 計 253 億 3,500 万円 242 億 7,900 万円 4.3 ・保育所等給付費 ・本庁舎等改修・佐野清掃センター大規模改修　等 ・市有財産整備基金

計 3,311 億 9,700 万円 3,265 億 8,600 万円 1.4 ・障がい者等給付費 県工事負担金 ( 13億円)　・庄の原佐野線延伸　等

（対前年度比　38億9,800万円増　7.0％増）

（対前年度比　△１０億円）

30億円○基金の活用　　　
263億円を確保

１５億円

36件

594億円

41件 　 7億8,100万円 増

増

増

20億2,000万円

10億　400万円

１５億円

令和２年度　当初予算 令和元年度　６月補正(肉付) 　4億7,800万円


